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第１項  横浜運輸区（仮称）を沖積層地盤である磯子・根岸地区に建設するメリット及び危険が想定さ
れている沖積層に建設する理由を明らかにする事。また、地盤の液状化を併発する恐れが高い
地域における鉄道の施設のあり方について考え方を明らかにすること。 

  

◇軟弱地盤の程度は他箇所を検討
するまでのレベルではなかった。 

◇軟弱地盤であるが、解消する技
術があり、問題ないと判断。 

◇他箇所の調査は実施していない。 

◇磯子の地域内のどこかを検討。 

 

 

第２項  磯子・根岸地区に津波が襲来した場合、磯子駅、横浜運輸区（仮称）ならびに付帯設備に対す
る被害想定を明らかにすること。 

第３項  磯子駅に近接する液化石油ガスコンビナートでの漏洩、火災及び爆発事故等が発生した場合、
磯子駅、横浜運輸区（仮称）ならびに付帯設備に対する被害想定を明らかにすること。 

 

・火災に強い網入りガラスの採用。    ・換気口に温度が上がると閉じる仕組み 
・海側開口部にシャッターの設置。    ・警報を伝えるパトライトの設置 

 

 

 


